
 

  

 

 

                                     

                                       

 

涼しくなったと思ったら、また、

夏にもどったように暑い日が続 い

ています。気温の変化が激しい１０月です。着る服に迷う日々が続いています。  

さて、子どもたちが充実した学びを実感できることを目指し、日々授業研究を重ねてい

る北小学校です。今年度の校内研究の中心は“読解力の向上”です。  

読解力はなぜ必要なのでしょうか。それは、専門知識が機械代替されやすく、知識がす

ぐに陳腐化する現代では、次々に新しい知識が必要であ

り、だれもが日々新たな知識やスキル習得しなければな

らなくなります。そこで必要になってくるのが、書かれ

たものを読み、その意味通り受け取る力、つまり読解力

です。  

“教科書を正しく読むことができていないのではない

か？”という子どもたちの実態があり、その課題克服の

ため、RS（リーディングスキル） 1に着目した取組が長崎

県全体でも進められています。北小でも、子どもたちの

読解力向上のため、授業の目的を明確にし、必要感をも

たせるめあてを立て、進めていく授業づくりに励んでいます。先日は、５年生と４年生で、

研究授業を行いました。読解力向上のスタートは、まず音読がしっかりとできることで

す。しっかりと音読することから読解力向上を進めていきます。  

１９日に予定しておりました PTA

奉仕作業は雨のため、２３日水曜日

と２５日金曜日の放課後に延期と

なりました。既に、都合が良い日を見つけて、草刈りや窓ふきなど実施していただいた保

護者の方もおります。ありがとうございました。１５０周年記念の集いむけて、環境を整

えたいと思います。ご都合がつくときでかまいません。参加をよろしくお願いします。  

 

 

１０月１５日より、北小学校に新しい特別教育支援

員、浦田和夫先生がこられました。浦田先生は、これま

で図書支援員としてお勤めでしたが、１０月より特別教

育支援員として子どもたちを助けていただきます。これ

まで支援員の経験はあられませんが、さまざまなお仕事

をされてきた先生です。しばらくは、他の支援員の方と

一緒に子どもたちへの支援の在り方について学ばれた後、学年に入っていただく予定で

す。どうぞ、よろしくお願いいたします。  

 
1  RS（リーディングスキル）汎用的な基礎的読解力であり、教 科書や新聞 、マニュアなどのドキュメントの意味および意図を、迅速

かつ正確に読み取る力 。  
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